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１．まえがき 

2014年11月22日22時08分に発生した「2014年長野県北西

部の地震」により，震央に近い白馬村の堀之内地区を中心に住

家の倒壊等の甚大な被害が多数発生すると共に，各所で斜面災

害が発生し，断続的に撓曲崖が生じた． 

震央から南東方に約10km離れた長野市鬼無里（きなさ）地区

では墓石の転倒や土壁の崩落等の比較的軽微な被害が発生した

が，鬼無里中学校（以後は中学校と記載）の校庭・校舎・体育

館においては周囲と比較して局地的に大きな被害が発生した．

なお，豪雪地帯であり瓦屋根は存在しない． 

２．地震の概要 

「2014年長野県北西部の地震」はＭ6.7，深さ約５km，最大震

度６弱であり，その発震機構は北西－南東方向の圧力軸を有す

る東下がりの逆断層１）である．推定震度分布図１）を図－１に示

した． 

 
図－１  推定震度分布図（文献１を元に加筆して作成） 

３．鬼無里中学校付近の地形・地質 

震央西側をほぼ南北方向に通過する糸魚川・静岡構造線の東

側山地の主尾根は北東－南西方向に配列し，中学校は，それら

主尾根から北西－南東方向に派生する尾根の先端部に位置して

いる．尾根先端の南方には緩傾斜の段丘地形が存在し，中学校・

松巌寺や「町集落」は段丘地形上に位置する． 

中学校付近の地形判読図を図－２に示した．複数の地すべ

りブロックが存在し，地すべりの西端は中学校校庭の中

央を南北方向に通過している．同図には，現地踏査結果

による地震により発生したクラックを赤色で示した．こ

の地すべりは開析が進行しており，かなり古い時期に発

生した事を伺わせる．また，この地すべりが今回の地震で再活

動した兆候は現地踏査で確認されなかった． 

 

図－２  鬼無里中学校付近の地形判読図 

中学校付近の基盤岩は新第三紀鮮新世の主に泥質砂岩ないし

は砂岩・泥岩互層からなる高府層２）である．高府層の上位には，

ボーリング結果より最大層厚約 17ｍの破砕泥岩からなる地すべ

り崩積土が分布する事が判明した．地すべり崩積土の上位には

最大層厚約４ｍの主にシルトからなる段丘堆積物が分布し，段

丘堆積物の上位には最大層厚約５ｍの主に礫まじりシルトから

なる中学校敷地造成の盛り土が分布する． 

４．鬼無里中学校の被害状況 

中学校のクラック分布と既存ボーリング（昭和44年度３）・平

成22年度４））および平成26年度実施５）のボーリング位置を図

－３に示した．中学校敷地内には，ＮＥ－ＳＷ方向とＮ－Ｓ方

向の２方向のクラックが発生した． 

ＮＥ－ＳＷ方向のクラックは，校庭南東端の最も盛り土高が

高い方向を向いており，開口すると共に南東側が明瞭に沈下し

ている．校庭南東端の盛り土の土留め擁壁は激しく変状し，強

大な土圧が作用した事を示している． 
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Ｎ－Ｓ方向のクラックは開口し，沈下量は場所により異なる

がごく僅かである．校庭の中央付近から校庭北端の間は明瞭に

連続し，それ以北では断続的に体育館の北側まで延びて，体育

館の北方では確認されない． 

校舎および体育館の被害は，東端部に近付くに従い激しくな

り，西側は軽微であるのが特徴である．校舎の被害は東端部で

も構造部材は異常ないが，体育館の東端部では構造部材が破断

する被害が発生した． 

 

図－３  鬼無里中学校のクラック分布図 

昭和44年度（１孔，延長5.3ｍ）３）および平成22年度（２

孔，総延長16.49ｍ）４）の既存ボーリング柱状図とコア写真を参

考とし，平成26年度（３孔，総延長58.18ｍ）５）のボーリング

コア再観察結果により作成した北西－南東方向の地質断面図を

図－４に示し，代表的なコア写真を図－５に示した． 
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図－４  鬼無里中学校校庭を横断する地質断面図 

 

 

地すべり崩積土，泥岩が完全

に破砕されている 

新鮮泥岩と崩積土の境界の地

すべり面（傾斜約15 度） 

図－５  代表的なコア写真 

５．調査結果のまとめ 

中学校敷地は「鬼無里村史」６）や「松巌寺縁起」７）等を参考

にすると，明治27年（1894）に造成されたと判断される．当初

から現在と同じ面積で造成されたのかは定かでは無いが「写真

集鬼無里村の百年」８）に記載されている昭和初期～昭和10年代

の写真を見ると，当初からほぼ同じ面積で造成されていた事を

伺わせる． 

中学校敷地は，南東方向に微妙に傾斜する台地状地形部に敷

地を造成したので，敷地南東端部には最大高さ約５ｍの空石積

の土留め擁壁が建設された．即ち，中学校校庭の南東部は厚さ

１～５ｍの盛り土地盤からなり，校庭に発生したＮＥ－ＳＷ方

向のクラックは，強烈な地震動により敷地南東端の土留め擁壁

が破壊されて，盛り土が旧地形の低所方向へと移動した事が原

因で発生したと判断された． 

一方，Ｎ－Ｓ方向のクラックは図－４の地質断面図に示した

様に，中学校敷地の東半部を南北方向に延びる最大層厚約 17ｍ

の軟質な（標準貫入試験のＮ値は18と判定された）地すべり崩

積土分布の西端部であり，地すべり崩積土の層厚が急激に薄く

なる位置である．地すべり崩積土の下位には，硬質な（標準貫

入試験のＮ値は50以上と判定された）泥岩が分布し，上位層と

の強度差は大きい．この様な地質構造の所に入った地震波は，

「盆地端部効果」９）により地震波の局所的な増幅が生じた事に

より地盤が変位したと推定される． 
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